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要旨 

 文のなかで、文字は単語を記すためにある。単語は、子音・母音の組み合わせ、アクセ

ント、拍数、活用という四つの観点から区別される。単語は、子音・母音の組み合わせが同じであ

っても、アクセントや拍数、活用が異なれば別の単語になる。しかし、文のなかの単語間の関係性

について、単語だけでは一般化することはできない。単語は、クラスに分類される。日本語では一

般に、六つのクラスに分類することができる。動詞、形容詞、副詞、名詞、助動詞、助詞の六類で

ある。その分類の一つが動詞である。動詞の見出し語形は、語末が/…C-u/であり、拍数が二拍以

上の活用語である。動詞には、(a)ひらがなのみで表記される単語と、(b)漢字とひらがなで表記さ

れる単語がある。(ｂ)に分類される動詞は、二拍動詞のとき必ず一拍目を漢字、二拍目をひらがな

で表記される。三拍以上の動詞であるときも、必ず漢字、ひらがなの順で表記される。 

 動詞には活用型がある。活用型は四つあり、(o)五段活用、(p)一段活用、(q)サ行変格

活用、(r)カ行変格活用である。サ行変格活用とカ行変格活用に分類される動詞は、＜スル＞＜

クル＞のみである。そのため、それ以外の動詞は(o)五段活用、(p)一段活用に分けることができ

る。動詞の活用型は、動詞の見出し語形を未然形に活用したとき、活用しない部分、つまり語幹

の末尾の母音によって決まる。語幹の末尾の母音が、/-a/であるとき、五段活用に分類される。ま

た、/-i/または/-e/が語幹の末尾の母音であれば、一段活用に分類される。 

 さらに、動詞は、(x)他動詞と、(y)自動詞にも二分される。文のなかで、動詞は名詞と共

起するとき、格助詞であるヲ格・ガ格・二格を介する。他動詞はヲ格・ニ格・ガ格を介し、自動詞は

ガ格・ニ格、ごくまれにヲ格を介する。つまり、一般に他動詞と自動詞の違いは、文のなかでヲ格を

介して名詞と共起するかどうかという点にある。文のなかで、名詞がヲ格を介して動詞と共起すると

き、その動詞は他動詞に分類され、それ以外の動詞は自動詞に分類される。他動詞と自動詞に

は、ペアをなすものがある。他動詞と自動詞がペアをなすとき、自他ペアと呼ぶ。自他ペアをなす

のは、同じ名詞がヲ格とガ格を介して他動詞と自動詞と共有されるどうかによって決まる。 

 自他のペアは、拍数と活用型の観点から八つのグループに分類することができる。収集

した 371の自他ペアをグループ(E)(F)(I)(J)(M)(N)(V)(W)に分ける。各グループに分類された

自他ペアは、さらに各タイプに細分化することができる。ここでタイプと呼ぶものは、他動詞と自動

詞それぞれの＜語幹＞から、それらが共有する部分＜語根＞を引いたものである。このタイプは

38に分類される。自他ペアを各グループに分類し、各グループに属するタイプの内訳を比較する

と、グループ(V)に属する自他ペアがもっとも多い。グループ(V)は他動詞と自動詞の拍数が異な

り、他動詞の活用型が五段活用、自動詞の活用型が一段活用の自他ペアが分類される。グルー

プ(V)には、全自他ペアのうち 78ペアが分類され、約 21％を占める。また、(V)には 11のタイプ

が属する。(V)に分類される自他ペアはタイプの種類も一番豊富であった。一方で、分類される自

他ペアが一番少なかったのはグループ(F)で、2ペアのみであった。これは、全体のたった 0.5%

である。グループ(F)に分類されるのは、他動詞と自動詞の拍数が同じで、活用型も同じ自他ペア

である。各グループに分類された自他ペアを例にあげ考察すると、ペアをなすと考えるには疑わし

いペアもあった。それは文のなかで、動詞はヲ格やガ格を介して共起する名詞によって、用法が

変化するためである。形態的に類似し、一つの名詞をヲ格とガ格を介して共起する自他ペアであ

っても、その動詞の用法は他動詞と自動詞で異なることがある。つまり、用法が違えば自他ペアで

あるとするのは疑わしいということである。このように、自他ペアは、さまざまな条件を満たしている



 

２ 

 

のだ。また、自他ペアは動詞の用法についても検討する必要がある。用法は、動詞だけでは決め

られない。文のなかで、格助詞を介して、どのような名詞と共起するのかが用法を決めるのだ。 

 他動詞と自動詞について深く考える機会は少ない。動詞は、漢字かな交じりで表記され

る単語で、送りがなを要する。文化庁が「送りがなの送り方」について示しているが、その方法は非

常に複雑だ。その理由は、活用語を同じ品詞動詞で検討しない点と、活用語同士で検討すると

き、一方の活用語の語幹部分にもう一方の活用語を含んでいると考えている点にある。動詞にお

いては、自動詞と他動詞に二分でき、未然形から、語幹と語幹を導き出せる。語幹と語根をヒント

に、同じ品詞同士で送りがなを予測するのに役立つ。このように、自他ペアは、送りがなの送り方

をより単純化する手助けになることが期待できる。 
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